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幹事会の議事概要

○第４回協議会（H29.11.22）において、県管理河川の追加に伴う取組方針の変更案を取りまとめ了承
○第４回協議会以降、幹事会を２回開催し、減災対策協議会の法定協議会移行の規約改正案を取りまとめた。

【第７回幹事会】 日時：平成30年2月27日(火) 13:30～15:30
場所：山形河川国道事務所 2階 大会議室

○議 事
(1)規約の改正(案)について
(2)平成29年度の実施状況

①水害リスクマップの作成
②水防活動実態把握調査
③排水活動重点対策箇所の検討
④ハザードマップの見直し
⑤羽越水害50年記録紙の発刊
⑥まるごとまちごとハザードマップの実施
⑦出前講座の継続実施
⑧浸水想定区域の作成
⑨要配慮者利用施設に係る避難確保計画の推進

(3)取組方針進捗状況

開催状況写真

○議論の内容

・減災対策協議会の法定協議会への移行の規約改正案
について、了解。

Ｑ ：県で進めている洪水浸水想定区域図でもリスクマ
ップ（水害リスクをわかりやすく整理）を作成し
ていただけるのか。

県Ａ：直轄と同規模で整理できるのはＬ２洪水のみ整備
する予定。計画規模については河川毎に確率規模
が異なるため一律基準での整理は難しい。

Ｑ ：要配慮者利用施設に係る避難確保計画は30種の施
設の中から地域防災計画に掲載する施設を協議会
で決定するのか。計画策定の期限は定められてい
るのか。

県Ａ：浸水エリアに立地する30種の施設を抽出し、浸水
深・継続時間・建屋構造等を考慮し市町村で地域
防災計画に掲載するか判断して欲しい。協議会の
取組みとして平成32年度を目安としている。
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【第８回幹事会】 日時：平成30年4月26日(木) 10:30～12:00
場所：山形河川国道事務所 2階 大会議室

○議 事
(1)規約の改正(案)
(2)取組方針進捗状況
(3)平成29年度の実施状況

①水害リスクマップの作成
②水防活動実態把握調査
③排水活動重点対策箇所の検討
④ハザードマップの策定・まるまちの見直し
⑤防災教育支援への取組
⑥避難勧告の発令に着目したタイムライン
⑦浸水想定区域の作成
⑧要配慮者利用施設に係る避難確保計画の推進

(4)今後の予定
①危機管理型水位計の整備
②緊急速報メールを活用した洪水情報の配信
③橋梁橋脚への水位表示について
④重要水防箇所の現地表示について
⑤洪水痕跡の現地表示について
⑥減災対策協議会の予定

開催状況写真

幹事会の議事概要

○議論の内容
Ｑ：危機管理型水位計の設置基数や詳細な場所は決

まっているか。
県Ａ：現時点で50基のみ。設置箇所については防災担

当から資料送付する。

Ｑ：氾濫危険水位等の橋脚への水位表示は、水位計
から離れた橋梁でも可能か。

国Ａ：可能である。市町が道路管理者と調整を行い、
調整が整った時点で設置を希望される詳細内容
を教えて欲しい。
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